
 第３回「My Will！スピーKING」が開催されま

した。この行事は、以前は生活体験発表会として

ⅠⅡ部とⅢ部が時間を別にして行われていまし

た。一昨年度から、Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ部合同開催にし

て、学校全体の行事として行われています。８／

２４（金）の総合的な学習の時間にクラス内で発

表会をし、その中で選ばれた総勢１８名が代表と

して出場しました。今年は、フレッシュな4名の

先生方からも貴重な発表をいただき、大変盛り上

がりました。 

 内容は、将来の希望や夢、家族への感謝の気持

ち、学校生活でのできごと等々、生徒それぞれが

自分の想いを発表しました。今まで知らなかった

その人の想いを知ることができ、とても感動的で

有意義な時間でした。入賞者とその表題は以下の

通りです。  

 昨年度まで本校のスクールカウンセラーをされてい

た、東海林渉先生（東北大学大学院医学系研究科予防

精神医学寄附講座）を講師にお迎えして｢心の健康｣と

いう題で講話をしていただきました。心のメンテナン

ス、ストレスの原因やサイン、対処方法、心の病気に

ついて、具体的にお話をいただきました。ストレスの

対処法として、全身を使った呼吸法、筋弛緩法など講

師の先生と一緒に行い、

和気あいあいとした雰囲

気の中で講話が行われま

した。 

 本校をよく理解してい

ただいている先生のお話

は、生徒諸君にもスムー

ズに届いたようでした。 

 最優秀賞 １７ⅡＡ 生徒 

       「優しさの希望」 

 優秀賞  １６ⅠＢ 小石川 勝治 

       「自分の将来」 

      １５ⅠＡ 亀山 りさ 

       「祖父との約束」       

 特別賞  １６ⅢＡ 三浦 諒大 

  「今日が何の日か知っていますか？」 

 ｢人に優しい人づくり｣を玄関に掲げ、ボラン

ティアと福祉系科目に重点を置く本校では、例年

ホームルーム活動の時間を利用して、地域奉仕活

動を行っています。天候にも恵まれ、学校から矢

本駅までの通学路の周辺を中心に、Ⅰ・Ⅱ部の生

徒と校長先生を先頭に多くの先生方で清掃に当た

りました。 

 いつもお世話になっている地域の皆様への恩返

しもこめて、みんなで汗を流していました。  

 ⅠⅡ部の生徒が奉仕活動を行った夜には、Ⅲ部で

は職業講話が開催されました。プロマジシャンの

桔梗徳哉氏をお迎えして、｢相手を虜にするコミュ

ニケーション術｣という題で、マジックを交えなが

ら講話をいただきました。現役は引退したもの

の、仙台アエルなどのカルチャーセンターで講師

を務められている方で、生徒も先生方もすっかり

魅了され聞きいっていました。興味津津の中、笑

顔の絶えない楽しい講演会でした。 

 今年度は2名の立候補があり、1回目の投票では同

じ得票数という大接戦となりました。一週間後に再度

立会演説会・投票を行い、１７年次Ⅲ部の伊藤真君が

新生徒会長となりました。学校アピールを活発に行う

こと、目安箱の積極的利用などを訴え、チャレンジ精

神を強調してました。新生徒会の活躍を楽しみにして

います。 
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〒９８１－０５０３   宮城県東松島市矢本字上河戸１６ 

     電 話 ０２２５（８２）９２１１  

     FAX ０２２５（８２）２０２１ 

   Ｂｅ together as one  

 ～皆で目標に向かって一つになろう～ 
 上記テーマのもと、２日間に渡って東松祭を開

催しました。 

 １日目は校内発表で、トランペットをメインに

したミニコンサートがオープニングを飾りまし

た。有志による歌の他、｢アームレスリング大会｣

「ひがまつ歌うま決定戦」｢ミス・ミスターコン

テスト｣など盛り上がりを見せました。 

 ２日目の一般公開では、授業や部活動による展

示発表の他、模擬店が出店されました。例年ご協

力いただいているＰＴＡの皆さんによるバザーも

大好評でした。 

 多くの方々に来校していただき、２日目も盛況

のうちに終了しました。 

１１／２０（火） 後期第１回考査 

  ～２７（火） （金曜日の考査） 

１２／１４（金） キャリアセミナー・成績発表 

１２／２１（金） 生徒集会・大掃除 

１２／２４（月） 冬季休業 

 ～１／７（月）  

 １／ ８（火） 生徒集会・H1グランプリ冬    

 １／ ９（水） 月曜の授業 

 今年度は会場を東松島市コミュニティーセンター

に移し、劇団「東京演劇アンサンブル」とアイリッ

シュハープの第一人者｢坂上真清氏｣をお迎えして

て、芸術鑑賞会が開催されました。 

 前半は、ドラマリーディング『例外と原則』。本

校生徒4名も出演させていただきました。この夏に

４日間にわたる演劇特別授業で、直接ご指導をいた

だいた講師の方と共演は、大変貴重な経験となり生

徒達も感動していました。 

 後半はアイリッシュハープコンサート。それぞれ

の曲の背景・情景をお話しいただきながら、初めて

聞く澄み切った音色に聞き入っていました。会場全

体がハープの世界に引き込まれていました。 

 一流のプロの演技、演奏を目の当たりにし、感動

もひとしおの一日でした。 

・演技の迫力がすごくて感動しました。声の発生もき

れいで、本校の生徒の人たちの演技もとてもすばらし

かったです。ハープの演奏もとてもすばらしかったで

す。曲の中に知っているものもあったり、ハープの音

色がとてもきれいでうっとりしました。 

・｢例外と原則｣は最初はどんな話か気になっていまし

たが、それぞれの人物の感情、そして本当の真実を

知ってからは、つらく感じてきたりしました。アイ

リッシュハープは、音をかえたりできるのがすごいと

おもいました。とてもきれいな音色で曲によって雰囲

気や曲の調子が変わってすごいとおもいました。 

・演劇はやはりプロの世界観で想像が目の前で広がっ

ているようなところが良かった。プロの演劇は自分の

中で目標になりつつあります。仕事などではなく演劇

の楽しさを見せることだと思いました。アイリッシュ

ハープは耳から音が聞こえてくるのに脳でその１曲１

曲が想像できて気持ちが舞台の上に上がっていた。ア

イリッシュハープは音とは別に感情も聞こえていた気

がします。 

・身体の動き、声、表情の移り変わり、何もかも大き

くて面白かった。イギリスは日本でしか呼ばないなど

雑学も聞けて良かった。一つの食い違いで人一人の命

が奪われ、証拠として堂々と出した物が不利な方向に

もっていかれる。人って難しいなと考えさせられた。

アイリッシュハープは初めて聞いたが、とてもすてき

な音色で、心地よかった。機会があったらまな聞きた

いと思った。 

東松祭 １０月２６日～２７日 芸術鑑賞会  １１月７日 芸術鑑賞会 生徒の感想 

これからの行事予定 


